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 既存住宅の耐震性能や居住性能を向上させるための廉価な小型免震装置を開発するととも
に、当該装置の定期的な、あるいは地震後のメンテナンスの簡易性に留意した施工方法を開発
し、既存住宅の耐震改修メニューの一つとして免震化工法の一般化を図ります。    

研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的    

既存住宅の免震改修システムを構築既存住宅の免震改修システムを構築既存住宅の免震改修システムを構築既存住宅の免震改修システムを構築    
 
Ⅰ．免震装置の開発[H14年度] 
Ⅱ．免震施工法の開発[H15年度] 

数ある改修法の中、この共同研究では 
免震改修免震改修免震改修免震改修    

■■■■■■■■免震化技術の有効性免震化技術の有効性免震化技術の有効性免震化技術の有効性  
基礎理論が確立 
大規模建築物で実証 
性能がより明確 
開口部・間取りの変更小 

■■■■■■■■耐震改修が普及しない原因耐震改修が普及しない原因耐震改修が普及しない原因耐震改修が普及しない原因  
ハイコスト 

改修工法の未整備 

付加価値が必要[安全+α] 

既存住宅の耐震改修既存住宅の耐震改修既存住宅の耐震改修既存住宅の耐震改修    

 試行錯誤を重ねて試作品を製作し、震動台により基本性能を検証しました。既存の免震装置
の一つと比較しても、本免震装置の有効性が認められました。 

 本装置は新築住宅にも容易に適用でき、小型・軽量なので、床免震改修・家具免震・精密機器・通信
機器・文化財保護への用途拡大も可能です。 

活用方法・成果活用方法・成果活用方法・成果活用方法・成果    

震動台による性能実験震動台による性能実験震動台による性能実験震動台による性能実験    

免震装置の開発コンセプト免震装置の開発コンセプト免震装置の開発コンセプト免震装置の開発コンセプト    

■可搬性・施工性 
小型化[30cm 角以下] 
軽量化[30kgf 以下] 

■低コスト化 
特殊な材料は使用しない 

■高耐久・メンテナンス 
単純な機構 

■制御設計の容易性 
機構・機能の分離 

 

-400
-300
-200
-100

0
100
200
300
400

10 15 20 25 30 35 40 45
Time[sec]

ac
c.

[g
al

]

振動テーブル 屋根

-400
-300
-200
-100

0
100
200
300
400

5 10 15 20 25 30 35 40
Time[sec]

ac
c.

[g
al

]

振動テーブル 屋根

既存のオイル免震との基本性能比較既存のオイル免震との基本性能比較既存のオイル免震との基本性能比較既存のオイル免震との基本性能比較    
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研究の結果研究の結果研究の結果研究の結果    

ニニニニ    
ＩＩＩＩ    
ズズズズ    
即即即即
応応応応
型型型型    
研研研研
究究究究    


